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10,…9,…8,…7,...”ヒューストン、発射！

その事故とは…. 
あるオペレーター
が二本のFM-200消

火ボンベの一本を
ラインから取り外
そうとしていたと
思われるが、物事
は計画通りには進
まなかった。左の
写真を見てわかる
ように、1本しかな

い。対の片方を取
り外しているあい
だにそのボンベは
何とか逃げ出して
見事な逃亡をやり
とげ、完全に天井
を貫いて屋根の上
へと飛び去った! 

右の写真を注意深
く見て欲しい。そ
うすれば屋根の修
理が必要であるこ
とを認めるだろう! 

飛んで行ったボンベ
それはどのようにして起こったか？

あなたが探しているものは?

あなたが次に圧縮ガスボンベを使って作業をするときにはこの
記事と写真を思い起こすこと。ボンベは信じられない大きさの
パワーすなわちジェットパワーを保有している。それが、あな
たが耳にしているこれらの予防対策－ボンベには鎖をかけてお
くこと、移動する時にはバルブカバーがかかっているか確認す
ること、メーカーの推奨する作業方法に従うこと、等－をすべ
て実行することが重要であるゆえんである。そして特に、バル
ブがもぎ取られる様なことはあってはならない。もしそんなこ
とが起きたら、“ヒューストン、問題発生” となりかねない。


